
中期取組
目標
振り返り

重点研究に取り上げた国語科を中心にしながら、授業改善に取り組んだ。来年度も、子どもが主体的に
取り組む授業や問題解決的な学習を目指し、継続して授業改善に取り組んでいきたい。異学年交流や
道徳の授業を通して、自分から周囲の人に関わったり、自己肯定感を高めたりできるよう努めた。姿勢
体操に継続して取り組むことで、健やかな体づくりを推進しようとした。児童会活動を通して、高学年の
リーダーシップを育てようと努めた。来年度は、東戸塚応援団を中心に、まちの人とのかかわりを増やし
ていきたい。

中期取組
目標
振り返り

今年度は、コロナ禍のために、運動会や授業参観、個人面談などを中止にしたため、保護者やまちの人
とのかかわりが困難だった。来年度は、保護者やまちの人との関わりを増やすために、実施方法をじっく
りと検討したい。新学習指導要領の実施に伴い、算数科の重点研究を中心に授業改善及び授業観の
転換を図ったことで、主体的に問題解決に取り組んだり自分たちで学習を創り出そうとしたりする子ども
の姿が少しずつ増えてきた。学校保健員会をきっかけに、手洗いや姿勢、運動など、健康的に過ごそう
という意識が高まっている。

中期取組
目標
振り返り

算数科の学習を中心に、子どもが見いだした問いや子どもが解決したいことを基に学習を進め、協働して問題解決
をしていく過程を大切に授業づくりをしてきた。その結果、主体的に学習する子どもが増えた。今年度創立７０周年を
迎え、改めて学校のよさに目を向けたり、よりよい学校を創るために周りの人と協力したりする中で、互いのよさを
認め合う姿が見られた。学校保健委員会でクラスごとに目標を立て、継続した取組を行う中で健やかな心と体を育
成するように努めた。今年度は、授業参観やスポーツフェスティバルなどの実施方法を工夫することで、コロナ禍に
おいても子どもの様子を保護者に見てもらう機会を確保することができた。

学校関係者
評価

様々な教育活動の中で、子どもたちの可能性を広げていってほしいし、得意なことを自覚できるようにし
てほしい。一部教科担任制を取り入れたことは、子どもたちにとっても、教師の指導力向上においてもと
ても効果があったと言える。６年生で取り入れたことは、中学校の教科担任制へのスムーズな移行に確
実につながっていると感じた。

学校関係者
評価

学校評議員に学校評価アンケートの集計結果と考察（成果と課題、次年度に向けた取り組み）を書面で
お伝えした。

学校関係者
評価

学校評議員に学校評価アンケートの集計結果と考察（成果と課題、次年度に向けた取り組み）を書面で
お伝えした。

ブロック内
評価後の
気付き

学習指導要領改訂に伴い、舞岡中学校ブロックの各校が児童・生徒の主体的な学習を目指して日々の
授業改善に取り組んだ。また、年２回、小中合同の授業研究会を行った。それらの中で、どの学校も授
業を変えていく難しさを感じていることが分かった。教師一人一人の授業観の転換を図ったり、これから
目指すべき授業のイメージを全体で共有したりすることが必要であると感じた。児童・生徒の気付きやふ
り返りを大切にし、それらを基に課題づくりをしていくことの大切さを確認できた。教師がチームとなり、粘
り強く授業改善に取り組んでいきたい。

ブロック内
評価後の
気付き

舞岡中学校ブロックの授業研究会や情報交換などはできなかったが、各校において児童・生徒の主体
的な学習を目指して日々の授業改善に取り組んだ。目指すべき方向は分かっているが、なかなか授業
を変えていくことを難しく感じている職員が多くいる。来年度は、中学校で新学習指導要領全面実施とな
るため、これまで以上にブロック内の小中学校が情報交換を密にし、新しい授業観への転換を図りなが
ら児童・生徒の主体的に学ぶ力を育んでいきたい。

ブロック内
評価後の
気付き

今年度は、人数を制限した上で中学校で授業研究会を一度実施し、育てたい子どもの姿について協議
したり、各校の取組などについて情報交換をしたりした。ブロック内のどの学校においても、テーマである
「主体的な学び」「問題解決学習」を意識して日々の授業改善に取り組み、一定の成果をあげることがで
きた。子どもの実態は違うが、ブロックとして目指す方向性を共有することができたため、次年度から以
降さらに高めていきたい。また、教務主任会（４校連絡会）で情報交換することができた行事の実施方法
の工夫や評価に関する取組などを、今後の学校運営に生かしていきたい。

①日々の授業や子どもとの関わりなど、教職
員が学校教育目標を意識して指導にあたるよ
うになってきた。②ミドルチームや主幹・育成
チームの立場の自覚や主体的な取り組みに
課題が残った。③教科分担により教材研究の
時間が短縮されたり、チーム意識が向上し、
児童理解・児童指導につながったりした。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①「自ら学び　人とかかわり　創り出す子」の育成のた
めに、全教職員で協働し継続して実践する。②キャリア
ステージに応じた力の向上のために、特にミドルや主
幹・育成など自分の立場を自覚し、チームでの研究・研
修会を主体的に行う。③学年経営のチーム力向上のた
めに、中・高学年に一部教科分担制を取り入れる。教
材研究等、校務の効率化を図る。

①学校教育目標を意識し、子ども主体の授業を展
開しようと取り組むことができた。②自分の立場を意
識しながら主体的に研修し、キャリアステージ応じ
た力を付けることができた。同じステージの職員と
悩みや困り感などを共有でき、心の支えになった。
③教科分担によって教材研究の数が減り、負担軽
減につながった。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①キャリアステージに応じた力の向上のために、
メンター、ミドルリーダー、主幹・育成チームを組
織して、研究・研修会を開催する。②学年組織の
円滑な機能のために、高学年に一部教科担任制
を取り入れる。③グループウェア活用による情報
の共有化、HP活用による情報発信とともに、効率
化を図り、働き方改革につなげる。

①特にメンターチームは、定期的に集まって協
議を重ね、研究授業を通して授業力の向上に
努めた。②教科を分担することで、他クラスの
状況を把握しやすくなり、学年組織として協力
的に子どもの指導にあたるようになってきた。
③グループウェア活用により、印刷業務の軽
減、情報共有の効率化を図った。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①「自ら学び　人とかかわり　創り出す子」の育成
のために、全教職員で協働して実践する。②キャ
リアステージに応じた力の向上のために、メン
ター、ミドル、主幹・育成の各チームが主体的な研
究・研修会を行う。③学年経営のチーム力向上の
ために、中・高学年に一部教科分担制を取り入れ
る。教材研究等、校務の効率化を図る。

①児童アンケートを計画的に行い、一人一人の児
童の実態把握に努め、いじめの早期発見に役立て
た。いじめの解消・再発防止に向けて組織的に対応
した。②道徳教育の充実に向け、人権週間には全
学級で道徳の授業を実施し、「命の大切さ」や「差別
や偏見」について考える場を設けた。

B
いじめへの
対応

①いじめの未然防止・早期発見に努め、いじめ防止対
策委員会を中心とした組織で対応する。②育てたい力
を明確にした「特別の教科　道徳」の実践や、児童会を
主体とした取組、日常的な児童指導において、社会の
ルール・マナーを守る気持ちや相手の気持ちを考えな
がら関わりを創っていく力を育てる。

①児童アンケートを計画的に行い、実態把握に努
め、情報共有しながらいじめの早期発見・解消・再
発防止に向けて組織的に対応した。②横浜こども会
議のテーマについて児童会から発信を行い、人権
週間には、道徳や横浜プログラムの活動を通して、
いじめを無くし、誰もが安心して過ごせる学校生活
について考える場を設けた。

B
いじめへの
対応

①いじめの未然防止・早期発見に努め、いじめ防
止対策委員会を中心とした組織で対応する。②育
てたい力を明確にした「特別の教科　道徳」の実
施や、日常的な児童指導において、社会のルー
ル・マナーを守る気持ちや相手の気持ちを考えな
がら関わりを創っていく力を育てる。

①児童アンケートを拡充し、早期発見や児童
理解に役立てた。職員間の情報共有を迅速・
丁寧に行いながら対応した。②道徳教育の充
実や日常指導において、規範意識の醸成や
自律心の育成に努めた。職員が共通理解をも
ち、一貫した指導を行えるようにしていく。

B
いじめへの
対応

①いじめの未然防止・早期発見に努め、いじめ防
止対策委員会を中心とした組織で対応する。②育
てたい力を明確にした「特別の教科　道徳」の実
施や、日常的な児童指導において、社会のルー
ル・マナーを守る気持ちや相手の気持ちを考えな
がら関わりを創っていく力を育てる。

①担任によるチェックリストや専門機関のアセ
スメントを基に、組織的な支援を行った。特別
支援教室「つながるーむ」を新設し、困り感に
応じて個別や少人数学習を行った。②コンサ
ルテーションや問題解決型ケース会議研修を
複数回行い、職員のスキルアップを図った。

A
特別支援
教育

①児童一人一人の困り感に寄り添い、保護者や
外部機関とも連携しながら、適切な支援を組織的
に行っていく。②特別支援的な見方や具体的な支
援法などについて、研修やコンサルテーション等
を行い、職員個々のスキルアップと共に、チーム
力の向上を図っていく。

①担任によるチェックリストやコンサルテーションを
基に、組織的な支援を行った。特別支援教室「つな
がるーむ」の運用を始め、利用する児童の習熟度
に合わせた内容を担任と担当が連携しながら行っ
た。②コンサルテーションや研修会(配慮が必要な
子どもたちの進路について知り、保護者対応に活か
す)を行い、職員のスキルアップを図った。

A
特別支援
教育

①児童一人ひとりの困り感に寄り添い、保護者と
連携しながら、アセスメントの実施や適切な支援
を組織的に行っていけるようにする。②特別支援
的な見方や具体的な支援の仕方について、研修
等を行い、職員のスキルアップを図っていくように
する。

①児童アンケートや専門機関のアセスメント結
果を基に、組織的な支援を行った。特別支援
教育支援員制度を活用し、低学年の配慮の必
要な児童の支援を拡充した。②外部講師を招
いての研修やコンサルテーションを複数回行
い、職員のスキルアップを図った。

A
特別支援
教育

①児童一人一人の困り感に寄り添い、保護者や
外部機関とも連携しながら、適切な支援を組織的
に行っていけるようにする。②特別支援的な見方
や具体的な支援の仕方について、研修やコンサ
ルテーション等を行い、職員のスキルアップを
図っていくようにする。

①活動が制限された中でも、今できることを探したり、活
動の仕方を工夫したりしながら取り組むことができた。②
高学年が他学年と一緒に活動する機会をもつことが難し
かったが、動画や放送を利用するなど工夫して、異学年
との交流行うことができた。高学年は、低学年の立場に
なって考えたり、高学年としてよりよい学校を創っていこう
とする姿が見られた。

A
キャリア教

育

①代表委員会、委員会活動を中心に、よりよい学
校生活をつくるために、進んで課題を解決してい
こうとする社会性の基礎を育成していく。②異学
年の交流活動を通して、高学年のリーダーシップ
を育てるとともに、互いの立場になって行動しよう
とする態度を育てる。

①新たに活動を創り出すことができていた。委
員会活動では、教師主体であることが多くなっ
てしまったことが課題である。②交流オリエン
テーリングは、回数を重ねることで関わりかた
やリードの仕方が分かるようになり、高学年の
リーダーシップを高めることができた。

B
キャリア教

育

①代表委員会を通しての活動作りを丁寧に行い、
全児童の参画意識を高めるとともに、よりよい学
校生活をつくるために、進んで課題を解決してい
こうとする社会性の基礎を育成していく。②異学
年の交流活動を通して、高学年のリーダーシップ
を育てるとともに、互いのよさを生かして活動しよ
うとする態度を育てる。

①議題の作り方、話合いの進め方など、丁寧
に指導したことで、主体的に学校をよりよくす
るための話合いをする態度が育ってきた。全
体に広げていくことが課題である。②異学年ペ
アの組み合わせを変え、４・５・６年生のリー
ダーとしての意識が高まってきた。

B
キャリア教

育

①代表委員会、委員会活動を中心に、よりよい学
校生活をつくるために、進んで課題を解決してい
こうとする社会性の基礎を育成していく。
②異学年の交流活動を通して、高学年のリー
ダーシップを育てるとともに、互いの立場になって
行動しようとする態度を育てる。

①早期発見に努め、情報共有しながら組織的
対応を行った。②VTR等を園に送り、入学後の
イメージづくりに役立てるなどして、幼保小連
携を図った。③学校の決まりや指導事項を全
面的に見直し・確認を行った。学校だよりを通
じて、家庭と情報共有をしてきた。

A 児童指導

①児童の情報や指導方針を職員間で共有し、未然防
止・再発防止に努め、組織的に対応する。②幼保小中
と連携し、よりよい教育環境の整備を図る。③安心・安
全な学校生活のためのきまりを職員で共通理解すると
ともに、児童・保護者とも共有し、家庭と連携しながら
ルールを理解・順守する気持ちと力を育む。

①早期発見に努め、情報共有しながら組織的対応
を行った。②園や中学校と紹介カードやVTR等のや
り取りにより、入学後のイメージづくりに役立て、幼
保小、小中の連携を図った。③学校だよりを通じ
て、家庭と情報共有をしてきた。全校・学級での指
導を通じてルールやマナーについての児童指導を
行った。

A児童指導

①児童の指導・育成にかかわる情報を職員間で
共有し、組織的に対応する。②幼保小中と連携
し、よりよい教育環境の整備を図る。③安心・安
全な学校生活のためのきまりを保護者とも共有
し、家庭と連携しながらルールやマナーなどを理
解・順守する気持ちと力を育む。

①必要な情報や方針について、職員間の共通
理解を図りながら組織的な対応を行ってきた。
②スタートカリの充実や情報の引継ぎを丁寧
に行い、幼保小中の繋がりをスムーズにして
きた。③健全育成や未然防止を目的とし、学
校だより等を通して発信してきた。

B 児童指導

①児童の指導・育成に関わる情報を職員間で共
有し、未然防止・再発防止に努め、組織的に対応
する。②幼保小中と連携し、よりよい教育環境の
整備を図る。③安心・安全な学校生活のためのき
まりを児童・保護者とも共有し、家庭と連携しなが
らルールを理解・順守する気持ちと力を育む。

①活動の制限が多い中で、学習のふり返りを
活用し、発達段階に応じた自己の課題を設定
したり、自分たちで学習計画を立てたりする様
子が見られた。②学校保健委員会を中心に、
感染症予防のためのクラス目標を設定し、積
極的に取り組むことができた。

B 健やかな体

①主体的に学習に向かい、課題設定や解決の方法を
自分たちでつくっていくことができる。そのために、友達
や資料との対話、ＩＣＴ機器を効果的に活用できるように
する。②学校保健委員会を中心に、感染症の予防に対
する意識をもち、自分の生活をふり返って健康的な生
活習慣を身に付けることができるようにする。

①学習カードを活用することが、主体的な学習につな
がった。振り返りを次回のめあてにつなげることで、課題
設定や解決の方法を自分たちでつくることがでできる子
どもたちが増えてきた。ICT機器の効果的な活用の仕方
を模索していきたい。②感染予防に対する意識は高まっ
ているが、健康的な生活習慣を身に付けることについて
は課題を感じる。運動については、外遊びをする児童が
減ってきている。

B健やかな体

①自ら課題を設定し、見合いや教え合いを通して
課題を解決することで、「わかる・できる」体育学
習を目指す。②自己の健康のために、「姿勢体
操」や「姿勢集会」を取り入れ、正しい姿勢を意識
して生活しようとする態度を育てる。

①自ら課題を設定して、課題解決に取り組む
姿が少しずつ見られるようになってきた。②学
校保健委員会や児童保健委員会の活動を中
心に「姿勢週間」や「姿勢集会」などで「姿勢体
操」を取り入れ、正しい姿勢で生活することを
意識づけしてきた。

B 健やかな体

①主体的に学習に向かい、課題設定や解決の方
法を自分たちでつくっていくことで、「わかる・でき
る」体育学習を目指す。②「姿勢体操」や「姿勢集
会」を中心に姿勢を意識する機会を取り入れ、互
いに正しい姿勢を意識して生活しようとする態度
を育てる。

①今年度は、学年を超えた交流は難しかったが、動
画をつかったり、場所や方法を工夫したりして、交流
できる場をつくることができた。学級や委員会でふり
返りを共有し、次の活動に生かすことができた。②メ
ンターを中心に道徳の研究授業を行い、自己の生
き方や心のもち方について本音で語り合える授業を
目指してきた。

B 豊かな心

①異学年交流,や創立７０周年記念行事等を通し
て、地域や卒業生等とのつながりを大切にすると
ともに、交流の価値や意味を子どもたちが実感で
きるようにしていく。②道徳教育を充実させ、自己
の生き方についての考えを深め、行動につなげる
ことができるよう指導の充実を図るようにする。

①今年度は異学年交流や７０周年記念行事を行うことが
でき、地域や卒業生とのつながりを感じたり、実感できた
りすることができた。昨年度行えなかった分、交流の価値
や意味について考え、実感することができた。②メンター
を中心に道徳の研究授業を行い、自己の生き方や心の
もち方について本音で語り合える授業を目指してきた。

B豊かな心

①交流オリエンテーリングや仲良しロングなどの
たてわり活動を充実させ、異学年同士のつながり
を築く。②道徳の時間を充実させ、自分の生活に
ついて振り返る活動を積み重ねることで自己肯定
感を高め、周りの人とよりよくかかわろうとする心
情を育てる。

①たてわり活動を図り、異学年同士のつなが
りを築く中で、思いやりの気持ちを育てようと
努めた。②メンターを中心に校内で道徳の授
業研究をし、子どもたちが本音で語り合う道徳
の授業を目指した。個々の授業の質を高める
ことができた。

B 豊かな心

①ペア学年交流活動や仲良しロングなどの異学
年交流のふりかえりを丁寧に行い、次の活動につ
なげていく。
②道徳教育を充実させ、自己の生き方について
の考えを深める指導の充実を図るようにする。

重点研究（算数）を通して、授業改善に取り組んだ。目指す授業
や課題が見えてきた。①子ども自ら課題や問いをもてるように、
導入や教材を工夫して授業づくりを行うことができた。②子どもの
思いを基に学習計画を立てることを大切に授業づくりを行った。
③ふり返りを大切にすることで、子どもが自分の学んだことを確
認したり、次の問いをもったりすることができた。、ふり返りの視点
やその活用の仕方については、もっと共有する必要がある。

B
生きてはた
らく知

目指す授業を共有して、授業改善に取り組んでい
く。①子どもが自ら課題や問いをもち、主体的に
解決してく授業づくりに取り組む。②ふり返りの視
点や活用の仕方について教員で共有し、子ども
が学んだことを価値づけたり、次の問いや学びに
つなげていくようにする。

算数を中心に、授業改善に取り組んだ。①子どもが
問いをもち、主体的に解決していこうとする授業を
づくりができた。系統を意識して学びを深めたい。②
子どものふりかえりを問いにつなげたり紹介したりし
た。学習の最後に学んだことや考え方のよさが見え
るような板書の工夫をしていきたい。

A
生きてはた
らく知

「主体的に学び合い、考えを広げる子ども」を目指
して、国語科を核にして授業研究を進める。①身
に付ける資質・能力を明確にする②子どもの思い
を生かした課題を設定する③学びの過程を大切
にするの３つの視点で、全教職員が授業改善に
取り組む。

①学年研などを利用し、国語科を中心に、単元ごと
に身に付ける力を検討し、共通理解を図るようにし
てきた。②子どもの思いを基に課題設定をしようと
挑戦しているが、なかかな難しく課題である。③見
通しをもって学習に取り組めるように単元計画を立
てたり、ふり返りを大切にしようとしたりしてきた。

B
生きてはた
らく知

全教職員が同じ視点で授業改善に取り組む。①自ら課
題や問いを発見し、問題解決的な学習を展開できるよ
うな授業づくりに取り組む。②子どもの思いを基に学習
計画を立て、めあてをもって学習できるようにする。③
毎時間のふり返りを充実させ、学んだことや次に学びた
いことなどを明確にする。
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